
参考資料 

有害物質を含有する家庭用品の規制に関する法律（抄） 

 

(目的) 

第一条 この法律は、有害物質を含有する家庭用品について保健衛生上の見地から必要な

規制を行なうことにより、国民の健康の保護に資することを目的とする。 

 

(定義) 

第二条 この法律において「家庭用品」とは、主として一般消費者の生活の用に供される

製品(別表に掲げるものを除く。)をいう。 

 

２ この法律において「有害物質」とは、家庭用品に含有される物質のうち、水銀化合物

その他の人の健康に係る被害を生ずるおそれがある物質として政令で定める物質をいう。 

 

（事業者の責務）  

第三条  家庭用品の製造又は輸入の事業を行なう者は、その製造又は輸入に係る家庭用品

に含有される物質の人の健康に与える影響をはあくし、当該物質により人の健康に係る被

害が生ずることのないようにしなければならない。 

 

（家庭用品の基準） 

第四条 厚生労働大臣は、保健衛生上の見地から、厚生労働省令で、家庭用品を指定し、

その家庭用品について、有害物質の含有量、溶出量又は発散量に関し、必要な基準を定

めることができる。 

 

２ 厚生労働大臣は、保健衛生上の見地から、厚生労働省令で、毒物及び劇物取締法(昭和

二十五年法律第三百三号)第二条第一項に規定する毒物又は同条第二項に規定する劇物

である有害物質を含有する家庭用品を指定し、その家庭用品について、その容器又は被

包に関し、必要な基準を定めることができる。 

 

３ 厚生労働大臣は、前二項の規定により基準を定めようとするときは、あらかじめ、薬

事・食品衛生審議会の意見を聴くとともに、当該家庭用品についての主務大臣に協議し

なければならない。 
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家庭用品の安全対策に係る行政の概要
上着、下着、くつ下等の繊維製品、洗浄剤、エアゾール製品などの家庭用品に含まれる化学物質による健康被害を防止する

ため「有害物質を含有する家庭用品の規制に関する法律」に基づき、有害物質を指定し、さらに有害物質を含有する家庭用品

についてその含有量等について規制基準を設定し、家庭用品の安全性確保を図っている

苦情・意見 製 造 業 者

消 費 者 輸 入 業 者

販 売 業 者

都道府県・政令市・特別区

陳情・相談 ○家庭用品衛生監視員 指導・監視・検査

（３，０５２人）

○家庭用品の検査・監視・指導 指導 指導

報告 助言・勧告等

厚生労働省 指導 業界団体

○(財)日本中毒情報セン

ター ○有害物質の指定 ○安全衛生自主基準

情報提供 （現在までﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ等

○国民生活センター 20物質を指定）

○モニター病院 ○規制基準の策定

○関連学会 ○監視・指導 協議 関係省庁

○諸外国 等 ○家庭用品の健康への影響調査

、研究

○事故防止対策の調査

国立医薬品食品衛生研究 調査報告 通知 経済産業省 報告

所

○消費生活用製品安全

○有害物質に関する試 調査依頼 法に基づく重大製品事

験、検査及び研究 故報告

諮問 答申

薬事・食品衛生審議会

家庭用品安全対策調査会

○専門家による家庭用品規制基

準の検討

（注）家庭用品衛生監視員の数は平成２０年４月１日現在
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有害物質を含有する家庭用品の規制基準概要

有 害 物 質 用 途 対 象 家 庭 用 品 基 準 基 準 設 定 の 考 え 方 毒 性 備 考

塩化水素 洗浄剤 住宅用の洗浄剤で液体状の 酸の量として10％以 容器の破損等により内容物がこぼ 皮膚障害 S49.10.1から

もの 下及び所定の容器強 れ、人体に被害を及ぼさないように 粘膜の炎症 施行

硫 酸 (塩化水素又は硫酸を含有 度を有すること するもの。 吸入によって肺 (55. 4. 1か

する製剤たる劇物を除く) 障害 ら一部改正)

通商産業省に

協議

塩化ビニル 噴射剤 家庭用エアゾル製品 所定の試験法で検出 塩化ビニル（モノマー）が発癌性を 発癌性 S49.10.1から

せず（赤外吸収スペ 有することから、家庭用品への使用 施行

クトル法） は認めないものとする。 通商産業省に

協議

4,6-ジクロル-7-(2,4, 防虫加 繊維製品のうち 30ppm以下（試料１g 本品は、経皮・経口急性毒性が極め 経皮・経口急性 S57.4.1から

5-トリクロルフェノキ 工剤 おしめカバー、下着、寝 あたり30μg以下） て強く、肝臓障害や生殖器障害等の 毒性 施行

シ)-2-トリフルオルメ 衣、手袋、くつした、中 （電子捕獲型検出器 毒性を有し、また抗原性も有してい 肝臓障害 通商産業省に

チルベンズイミダゾー 衣、外衣、帽子、寝具及 付きガスクロマト ることから、家庭用品への使用を認 生殖器障害 協議

ル び床敷物 グラフ） めないものとする。

（略称：ＤＴＴＢ） 家庭用毛糸

ジベンゾ[ａ、ｈ]アン 木材防 クレオソート油を含有する 10ppm以下（試料１g ジベンゾ[ａ、ｈ]アントラセンが発 発癌性 H16.6.15から

トラセン 腐剤 家庭用の木材防腐剤及び木 あたり10μg以下） 癌性を有することから、家庭用品へ 施行

材防虫剤 の使用を規制するものである。 経済産業省及

クレオソート油及びその混 3ppm以下（試料１g び農林水産省

合物で処理された家庭用の あたり3μg以下） に協議

防腐木材及び防虫木材

水酸化ナトリウム 洗浄剤 家庭用の洗浄剤で液体状の アルカリの量として 容器の破損等により内容物がこぼ 皮膚障害 S55.4.1から

もの ５％以下及び所定の れ、人体に被害を及ぼさないように 粘膜の炎症 施行

水酸化カリウム （水酸化ナトリウム又は水 容器強度を有するこ するもの。 通商産業省に

酸化カリウムを含有する と 協議

製剤たる劇物を除く）

テトラクロロエチレン 溶 剤 家庭用エアゾル製品 0.1％以下 本品は、継続的に人体に吸収された 肝障害 S58.10.1から

家庭用の洗浄剤 （電子捕獲型検出器 場合には体内蓄積し、肝障害、腎障 腎障害 施行

付きガスクロマト 害又は中枢神経障害を起こす恐れが 中枢神経障害 通商産業省に

グラフ） あるので、家庭用品への使用を規制 協議

するものである。

トリクロロエチレン 溶 剤 家庭用エアゾル製品 0.1％以下 本品は、継続的に人体に吸収された 肝障害 S58.10.1から

家庭用の洗浄剤 （電子捕獲型検出器 場合には、中枢神経障害、肝障害、 腎障害 施行

付きガスクロマト 腎障害又は皮膚障害を起こす恐れが 中枢神経障害 通商産業省に

グラフ） あるので、家庭用品への使用を規制 皮膚障害 協議

するものである。

トリス(1-アジリジニ 防炎加 繊維製品のうち 所定の試験法で検出 トリス(1-アジリジニル)ホスフィン 経皮・経口急性 S53.1.1から

ル)ホスフィンオキシ 工剤 寝衣、寝具、カーテン及 せず（炎光光度型検 オキシドは、経皮・経口毒性が強 毒性 施行

ド び床敷物 出器付きガスクロマ く、また造血機能障害等の毒性もあ 造血機能障害 (S53.11.1か

（略称：ＡＰＯ） トグラフ） ることから、家庭用品への使用は認 生殖機能障害 ら一部改正)

めないものとする。 通商産業省に

協議



トリス(2,3-ジブロム 防炎加 繊維製品のうち 所定の試験法で検出 トリス(2,3-ジブロムプロピル)ホス 発癌性 S53.11.1から

プロピル)ホスフェイ 工剤 寝衣、寝具、カーテン及 せず（炎光光度型検 フェイトは、発癌性を有し、また経 施行

ト び床敷物 出器付きガスクロマ 皮的にも吸収されやすいことから、 通商産業省に

（略称：ＴＤＢＰＰ トグラフ） 家庭用品への使用は認めないものと 協議

する。

トリフェニル錫化合物 防菌・ 繊維製品のうち 所定の試験法で検出 トリフェニル錫化合物は劇物であ 皮膚刺激性 S54.1.1から

防かび おしめ、おしめカバー、 せず（フレームレス り、皮膚刺激性を有し、また経皮的 経皮・経口急性 施行

剤 よだれ掛け、下着、衛生 原子吸光法及び薄層 にも吸収されやすいことから、家庭 毒性 (S55.4.1か

バンド、衛生パンツ、手 クロマトグラフ） 用品への使用は認めないものとす ら一部改正)

袋及びくつした る。 通商産業省に

家庭用接着剤 協議

家庭用塗料

家庭用ワックス

くつ墨及びくつクリーム

トリブチル錫化合物 防菌・ 繊維製品のうち 所定の試験法で検出 トリブチル錫化合物は劇物であり、 皮膚刺激性 S55.4.1から

防かび おしめ、おしめカバー、 せず（フレームレス 皮膚刺激性を有し、また経皮的にも 経皮・経口急性 施行

剤 よだれ掛け、下着、衛生 原子吸光法及び薄層 吸収されやすいことから、家庭用品 毒性 通商産業省に

バンド、衛生パンツ、手 クロマトグラフ） への使用は認めないものとする。 協議

袋及びくつした

家庭用接着剤

家庭用塗料

家庭用ワックス

くつ墨及びくつクリーム

ビス(2,3-ジブロムプ 防炎加 繊維製品のうち 所定の試験法で検出 本品は、発癌性を有し、経皮的にも 発癌性 S56.9.1から

ロピル)ホスフェイト 工剤 寝衣、寝具、カーテン及 せず（炎光光度型検 吸収されることから、家庭用品への 施行

化合物 び床敷物 出器付きガスクロマ 使用を認めないものとする。 通商産業省に

トグラフ） 協議

ヘキサクロルエポキシ 防虫加 繊維製品のうち 30ppm以下（試料１g デイルドリンは経皮的にも吸収され 肝機能障害 S53.10.1から

オクタヒドロエンドエ 工剤 おしめカバー、下着、寝 あたり30μg以下） て、体内蓄積する可能性があること 中枢神経障害 施行

キソジメタノナフタリ 衣、手袋、くつした、中 （電子捕獲型検出器 から、家庭用品への使用は認めない 通商産業省に

ン 衣、外衣、帽子、寝具及 付きガスクロマト ものとする。 協議

(別名：デイルドリン) び床敷物 グラフ）

家庭用毛糸

ベンゾ[ａ]アントラセ 木材防 クレオソート油を含有する 10ppm以下（試料１g ベンゾ[ａ]アントラセンが発癌性を 発癌性 H16.6.15から

ン 腐剤 家庭用の木材防腐剤及び木 あたり10μg以下） 有することから、家庭用品への使用 施行

材防虫剤 を規制するものである。 経済産業省及

クレオソート油及びその混 3ppm以下（試料１g び農林水産省

合物で処理された家庭用の あたり3μg以下） に協議

防腐木材及び防虫木材

ベンゾ[ａ]ピレン 木材防 クレオソート油を含有する 10ppm以下（試料１g ベンゾ[ａ]ピレンが発癌性を有する 発癌性 H16.6.15から

腐剤 家庭用の木材防腐剤及び木 あたり10μg以下） ことから、家庭用品への使用を規制 施行

材防虫剤 するものである。 経済産業省及

クレオソート油及びその混 3ppm以下（試料１g び農林水産省

合物で処理された家庭用の あたり3μg以下） に協議

防腐木材及び防虫木材



ホルムアルデヒド 樹脂加 ①繊維製品のうち ①所定の試験法で吸 ホルムアルデヒドは抗原性が強くア 粘膜刺激 S50.10.1から

工剤 おしめ、おしめカバ 光度差が0.05以 レルギー感作を起こしやすい。特に 皮膚アレルギー 施行

ー、よだれ掛け、下 下、又は16ppm以 乳幼児は皮膚が敏感であることなど （H16.6.15か

着、寝衣、手袋、くつ 下（試料1gあたり その特殊性を考慮して、 ら一部改正）

した、中衣、外衣、帽 16μg以下） 通商産業省に

子、寝具であって生後 ①について、従来の吸光度法による 協議

24ヶ月以下の乳幼児用 ②③75ppm以下（試料 基準にppm表示での基準を追加し

のもの １gあたり75μg） た。

②繊維製品のうち （アセチルアセト ②③については、各種毒性試験結果

下着、寝衣、手袋、く ン法） より最大無作用量を算定し、家庭

つした及びたび 用品の使用態様に応じ基準値を設

③かつら、つけまつげ、つ 定した。

けひげ又はくつしたどめ

に使用される接着剤

メタノール 溶剤 家庭用エアゾル製品 ５w/w％以下 本品は、劇物であり、視神経障害等 視神経障害 S57.4.1から

（別名：メチルアルコ （水素炎型検出器付 の毒性を有し、特にエアゾル製品と 施行

ール） きガスクロマトグ して使用されるとき経気道吸収され 通商産業省に

ラフ） やすいことから、家庭用品への使用 協議

を制限するものとする。

有機水銀化合物 防菌・ 繊維製品のうち 検出せず（バックグ 有機水銀化合物は経皮的にも吸収さ 中枢神経障害 S50.1.1から

防かび おしめ、おしめカバー、 ラウンド値としての れて、体内蓄積する可能性があるこ 皮膚障害 施行

剤 よだれ掛け、下着、衛生 １ppmを越えていけ とから、家庭用品への使用は認めな 通商産業省に

バンド、衛生パンツ、手 ない） いものとする。 協議

袋及びくつした （原子吸光法）

家庭用接着剤

家庭用塗料

家庭用ワックス

くつ墨及びくつクリーム


